
 

                                

 

新役員決定！！ 
 前期保健委員会の役員が決まりました。 

保健委員会では、桐蔭高校がさらに、健康的な学校になるよう、３つの班に分かれて活動しています。

今年度も皆さんと一緒に健康推進に取り組んでいきたいと思います。 

★委員長… ３Ａ中野 良祐くん 

★副委員長…３Ｇ太田 裕紀くん 

★書 記… ３Ｄ広岡 慈乃さん 

①イベント班…（１Ｂ、１Ｄ、１Ｇ、２Ａ、２Ｄ、２Ｅ、３Ａ、３Ｆ、３Ｇ） 

       ・リーダー:３Ｇ飯田 史織さん 

②広 報 班…（１Ａ、１Ｆ、２Ｃ、２Ｆ、３Ｄ、３Ｅ） 

       ・リーダー:３Ｅ北又 嘉人くん 

③環境衛生班…（１Ｃ、１Ｅ、２Ｂ、２Ｇ、３Ｂ、３Ｃ） 

       ・リーダー:３Ｃ水上 慧吾くん 

＜４月の歯科健康診断の結果から＞ 

★う歯（むし歯）のない人５２６人 

学 年 １年生（人） ２年生（人） ３年生（人） 

う歯なし １９２ １７２ １６２ 

処置完了 ７５ ９６ １０１ 

う歯あり １２ ９ １３ 

歯肉・歯垢に異常がある者 ３７ ６５ ６０ 

（注）「歯垢・歯肉に異常がある者」とは「歯みがきがきちんとできていない」ということです。 

本校で、う歯のない人は、１年生１９２人・２年生１７２人・３年生１６２人で、全校の６３％の

人は、う歯がありませんでした。昨年度は６０％だったので、う歯のある人は減少しました。一方、

歯肉・歯垢の状態にチェックをされた人は、１年生３７人・２年生６５人・３年生６０人、全校の１

９．５％でした。昨年度は１８．７％だったので、こちらは増加しました。本校生徒の口腔内の健康

状態としては、う歯のある人は減少していますが、歯肉・歯垢の状態に問題があったり、歯石が付着

している人が昨年より増加しています。歯周病予防の面からも、丁寧な歯磨きやデンタルフロスで、

歯と歯の間の歯垢をしっかり掻きだしましょう。歯科健診の結果をよく見直して、今の自分の口の中

の状態を知り、治療や予防に努めましょう！ 

 

デンタルフロスは、歯と歯の間の汚れを取る（う歯予防）が目的です。 

歯と歯の間には歯間ブラシがスムーズに入るほどのすき間がないので、う歯になりやすい人はオスス

メです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科医から「デンタルフロス」の指導を受けたことがある人でも、歯ブラシだけで十分じゃないか？

と思っている人も多いようです。 

しかし、実際、歯ブラシのみでの歯垢除去率を調べてみると約６１％しか歯垢を除去することがで

きていないのです。歯ブラシだけではなく、デンタルフロスを正しく使って併用することで、歯垢除

去率は約８０％にぐんと上がるのです。 

処置完了を含

めると 

７９８人 
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